
令和８年６月 11 日 

津軽りんご市場連絡協議会青年部 

 

１．令和８年産りんごの状況 

①県内では、園地や品種によって着果量にバラつきが見られる。 

 ➡「ふじ」 … GW 中の強風によるカラマツなど  「王林」「トキ」 … 開花量不足など 

②生育が前倒しされたことで順調に肥大が進み、各品種とも平年を上回っている。 

▼６月１日現在の果実肥大（黒石市：りんご研究所） 

年 つがる ジョナゴールド ふ じ 

本 年 2.8 3.1 2.6 

平 年 2.0 2.2 1.8 

前 年 2.2 2.4 2.0 

平年差 0.8 0.9 0.8 

③病害虫については、前年に引き続きナシマルカイガラムシの越冬個体が多く、ヒメボクトウ、キ

リガ類の発生が散見される。また、腐らん病も散見される。 

２．これからの注意点 

▼ビターピットの発生 

【要 因】 

・樹 勢…樹勢が強い樹（強剪定樹や若木など ※雪害を受けた樹）。 

・気 象…６～７月の少雨と８～９月の多雨。夏期の高温。 

・品 種…王林、ジョナゴールド など 

【対 策】 ビターピット対策として、カルシウム剤を散布する。 

 散布時期…６月上旬～９月中旬   散布回数…３～５回 

 ※樹勢が弱い樹、高温・干ばつ時に散布した場合に薬害の危険性あり 

 

▼ツル割れの発生 

【ツル割れの発生要因】 

・開花日が早い年  ・強剪定や窒素過多等で樹勢が強く、果実肥大が旺盛になる栽培管理 

・満開後 71～120 日の期間で降水量が多い年（７月 16 日～９月３日） 

 ➡この期間中の総降水量が約 200 ㍉を超えると発生が多くなる傾向にある。 

・その他にも、秋の降雨や弱小芽の果実等でも発生が見られやすい。 

生態が早く、果実肥大が旺盛になることで発生が見られやすくなるが、その他にも生育期間

中の降雨なども大きく影響してくる。 



３．落果防止剤について 

▼ヒオモン水溶剤の使い方 

品種名 使用時期 
使用 

回数 
希釈倍数 

散布量 

（10 ㌃） 
備考 

きおう 
収穫開始予定日の 21 日前 

（８月 10 日頃） 
１回 2,000 倍 

300～ 

600 ㍑ 

展着剤 

不要 
つがる 

収穫開始予定日の 21 日前 

（８月 20 日頃） 

【使用上の注意点】 

・本剤は単用での散布とする。 

・樹全体にむらなく掛かるように散布を行う。 

・散布後４日間は収穫できない。 

 

▼中生品種の収穫前落果 

 近年、「ジョナゴールド」や「早生ふじ」などで収穫前落果が散見されるようになった。温暖な天

候が続き、暖地と類似した気象条件になることで落果が見られやすくなる。 

【対策】 

落果が見え始めたら、落果防止剤を散布して対策を行う。ただし、使用する剤は熟度促進効果

がない「ヒオモン水和剤」を選択する。 

※ただし、有袋栽培の場合は薬液が吸収される部分が隠れていることや、袋内部でヤケ症状

を起こして落果する場合があるため、抑制効果は低いと思われる。 

 

４．病害虫防除について 

①ナシマルカイガラムシ 

第１世代…６月中旬～７月下旬（最盛期：７月上旬） 

第２世代…８月上旬～10 月上旬（最盛期：８月下旬） 

【第１世代の防除】 

６月中旬頃になると、第１世代の歩行幼虫が発生し始める。その発生始めを狙い、「６月中旬」

の散布にコルト顆粒水和剤 3,000 倍を散布する。 

※発生始めは気温によって前後し、温暖な年では平年よりも早まる傾向にある。 

第１世代はまばらに動き出すため、本防除だけの対策では不十分

な可能性が高い。 

➡本剤での防除だけではなく、「マシン油乳剤 50 倍」の防除を前

提とする。 

 



③ヨトウガ 

小さい幼虫は葉の薄皮を残した状

態で網目状に食害する。幼虫が大きく

なるにつれて葉に穴をあけるように

食害する。 

ただし、極端な高密度になると果実

も加害する場合もある。 

 

【要因】 

 有機リン剤、ネオニコチノイド剤などに対する抵抗性が発達したことで第 1 世代幼虫の発生が

増加と思われる。そのため、生き残った幼虫が園内で死亡せずに被害を拡大させていると思わ

れる。 

【防除】 

 第１世代成虫は、７月中旬頃～９月中旬頃までと長期に亘ってばらついて発生する。 

「７月半ば」にジアミド剤（フェニックスフロアブル、サムコルフロアブル）を散布した場合は残効

が長いため、以降に発生する幼虫に対して有効に作用する。 

その後も多発が予想される園地では、「９月の特別散布」でスピノシン剤（ディアナ WDG、デリ

ゲート WDG）を加用散布する。 

 

②カメムシ 

【チャバネアオカメムシ】                         【クサギカメムシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

果樹以外で増殖し、餌が不足すると果樹への飛来が多くなる。加害は越冬成虫による開花期

～幼果期（５～６月）と、新成虫による８～９月に多い。 

例年、津軽地区では主にクサギカメムシが発生していたが、昨年はチャバネアオカメムシの発

生が主体となった。多発の要因は不明だが、南の温暖な産地で発生が多く見られているため、温

暖化による可能性が考えられる。 

 

【対策】 

 カメムシ類の防除は「予防」ではなく、「駆除」を目的に行う。発生が見られたら有効な防除剤を

散布する。 



【りんごのカメムシ類に登録のある主な殺虫剤】 

IRAC コード 薬剤名 希釈倍数 収穫前日数 

1B（有機リン） 
スミチオン水和剤 40 800～1000 倍 30 日前 

エルサン水和剤 40 1000 倍 45 日前 

2B（ﾌｪﾆﾙﾋﾟﾗｿﾞｰﾙ） キラップフロアブル 2000 倍 14 日前 

3A（ピレスロイド） 

バイスロイド EW 2000 倍 ７日前 

イカズチ WDG 1500 倍 前日 

スカウトフロアブル 1500～2000 倍 前日 

ロディー水和剤 1000～1500 倍 前日 

テルスターフロアブル 3000 倍 前日 

4A（ネオニコチノイド） 

ダントツ水溶剤 2000～4000 倍 前日 

モスピラン顆粒水溶剤 2000～4000 倍 前日 

バリアード顆粒水和剤 2000 倍 前日 

アクタラ顆粒水溶剤 2000 倍 ７日前 

アドマイヤー顆粒水和剤 5000 倍 ３日前 

スタークル顆粒水溶剤 2000 倍 前日 

アルバリン顆粒水溶剤 2000 倍 前日 

2B（ジアミド） テッパン液剤 2000 倍 前日 

※太字は現在防除暦に掲載されている薬剤 

 

５．今後を見据えた耕種的防除の徹底 

 農薬の減少に伴い、薬剤防除だけで病害虫を抑えることが困難になってきている。そのため、

近年では「コンフューザーR」が防除暦に採用されるなど、薬剤だけに頼らない防除方法の実施

が必要となってくる。 

 発生が問題視されている「腐らん病」や「ナシマルカイガラムシ」、同じく樹体に感染する「いぼ

皮病斑（輪紋病）」などを発見した場合は、収量に大きな影響を及ぼさない枝は剪去し、感染源

を絶つことで蔓延防止に繋がる。 

 

 

 

いぼ皮病斑 枝腐らん 


